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2019年 9月23日（月・祝）～25日（水）
会場：山口大学　吉田キャンパス

事前参加登録締切は，
8月19日（月） 18時です．

（郵送・FAXの場合　8月9日（金）必着）

（1） まずは山口大会演題登録専用の「アカウント登録」を行いましょう．
　  “仮登録→本登録”の操作が必要です．
1つのアカウントで複数の演題登録が可能です．　WEB画面上でアカウント登録（仮登録）後，登録したメールアドレス
宛に“メールアドレス本登録のお願い”という自動返信メールが配信されます．このメール中に表記されているURLをクリッ
クし，本登録を完了させてください．ここまでの操作を行えば，任意で登録した〔ログインID〕と〔パスワード〕でログイン（演
題登録）できるようになります．

（2） 修正する場合
〔ログインID〕と〔パスワード〕でログインします．締切まで何度でも入力情報の修正ができます．講演要旨を差替える際は，
一度アップロードしたファイルを削除してから，新しいファイルをアップロードして下さい．

※画面操作に慣れていないと，タイムアウトする可能性が高く，締切直前での登録は入力ミスも多くなります．余裕をもっ
てご登録下さい．

講演申込WEB画面入力時の注意

講演申込・要旨投稿締切
（郵送の場合　6月26日（水）必着）

7月3日（水） 18時

https://confit.atlas.jp/guide/event/geosocjp126/top
お申込は，大会ホームページから

小さなEarth Scientistのつどい
日本地質学会第126年学術大会(山口大会)

申込締切 2019年7月26日（金）
日本地質学会地学教育委員会 行き （Fax 03-5823-1156）

小さなEarth Scientistのつどい ～第17回小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

参 加 申 込 書

地学教育のページ
地
学
教
育

学校名※ 
（クラブ名） 

学校長名 

担当教員名※ 

研究者名（連記） 

（内，発表会参加生徒数   名） 

タイトル（仮題でも可） 
※ 

発表概要 
（可能であれば簡単に） 

担当者連絡先※ 学校所在地 〒   － 
 
電話            ，Fax 
メールアドレス 

机の使用※  する ・ しない （どちらかに○をつける） 

備考・連絡事項 

※については必ず記入してください． 

～第17回 小，中，高校生徒「地学研究」発表会～　参加校募集

　標記発表会への参加校を募集しています．参加応募の詳細は学会HP等をご覧ください．地学，理科クラブ
の研究活動の発表，そのほか，この１年間に授業の中で行った活動の報告，児童・生徒の研究レポートなど
地学的な活動，研究内容であれば構いませんので，ぜひ応募してください． FAXで参加申し込みをする場合
は以下の申込書をお使いください．メールの場合形式は問いませんので，同様の内容を記してお送りください．申し込みの際の参
加生徒数，発表タイトル，発表概要は予定でも結構です．参加生徒には，参加証とともに，優秀な発表に対しては審査のうえ，
「優秀賞」などの賞を授与いたします．
 日本地質学会地学教育委員会（担当：三次）
 （日本地質学会ホームページ　http://www.geosociety.jp）
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表3：小さなEarth Scientistのつどい〜第17回小，中，高校生徒「地
学研究」発表会〜　参加校募集

　前月ニュース誌5月号（Vol. 22 No. 5），山口大会予告記事において，
校正不備による以下の誤りがありました．お詫びし訂正いたします．

p.（2）左段上：1．日程（市民講演会の日程）
　　（誤）9月24日（火）午後
　　（正）9月22日（日）

p.（22）：巡検コース紹介　Eコース美祢層群と豊浦層群の化石群（略
称：中生代化石）の「主な見学対象」
　　（誤）�［1］秋吉石灰岩のフズリナ生層序，堆積相，造礁生物，［2］

秋吉台のカルスト地形と秋芳洞
　　（正）美祢層群と豊浦層群の化石群

印刷・製本：日本印刷株式会社　東京都豊島区東池袋4−41−24

6月 June 7月 July

第126年学術大会（2019山口大会）申込締切一覧

・	講演申込（演題登録）・要旨提出：7月3日（水）18時（WEB）
・	大会参加登録（巡検，懇親会ほか）：8月19日（月）18時（WEB）
・	小さなESのつどい：7月26日（金）
・	ランチョン・夜間小集会：7月3日（水）
・	関連企業研究サポート：8月1日（木）
・	企業展示・書籍販売・広告協賛：7月30日（火）

訂　正
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　日本地質学会は1893（明治26）年に創立されたので，
2018年に創立125周年を祝して，さまざまな記念事業を行っ
た．その目指したもの，事実経過，そして，将来への展望
を記す．

125周年で目指したもの
　世界で1番古い地質学会はイギリスの地質学会で1807年創
立だから，2007年に200周年を祝っている．アメリカ地質学
会は1888年創立で，日本地質学会の創立と近い．日本地質
学会は世界の地質学会の中でも比較的長い歴史をほこり，
アジアでは1番古くからある学会である．すでに日本地質学
会は1993年に100周年を盛大に祝っている．125周年は100周
年の上にその着実な歩みを載せて，次の150周年，200周年
につないでいくことが求められている．また，日本地質学
会の会員数はピークを越え，漸減しているので，大きな予
算の必要な記念事業は不可能と考えた．
　125周年は過渡期であることを基本として，学会会員に
125周年を周知する，レビュー（年史）は100周年から125周
年の歩みを集約する，ますます必要となる社会と地質学と
の連携を盛んにする，という3つの方向性で記念事業を進め
た．

経過報告
　125周年記念事業は，2013年4月地質学会執行理事会より
事業方針案が示され，2013年9月に記念事業準備委員会とし
て発足した．2013年の事業方針では，100周年から125周年
のレビュー，記念祝賀会とシンポジウムの開催，125周年を
機に日本地質学会の社会的認知を高める，フォトコンテス
トの写真集を作成する，予算は引当金＋寄付＋祝賀会実費
で行うという5つの案が出された．2014年7月には記念事業
検討委員会となり，2015年6月からは記念事業実行委員会と
して活動した．
　記念事業の趣旨文は2014年9月より準備し2015年5月に周
知された．125周年を会員に広く知ってもらうために，ロゴ
を公募し，2016年に決定した．地質学の現状を表したポス
ターも2016年に作成した．ニュース誌に小さな記事「トリ
ビア学史」の連載を2016年から始めた．
　レビュー作成も2015年から記念特集号企画委員会を作っ
て開始された．会員全員にレビューが届くように，経費も
小さく済むように，年史という冊子を作製するのではなく，
地質学雑誌に掲載することにした．2017年3月号から掲載が
始まり，2019年1月号で終了した．計画の8割くらいの掲載

となった（詳細は地質学雑誌125巻6号461ページ参照）．
　社会と地質学の連携を述べた『はじめての地質学』は，
ベレ出版から2017年9月に刊行され，3刷を重ね7000部出版
され，電子出版にもなった．2017年11月に会員証をカード
にして送付した．2018年3月のIUGS Bulletin no 140 に125
周年記念の紹介が掲載された．2018年のフォトコンには125
周年記念賞が付加された．フォトコン作品を中心にクリア
ファイルを作成し，販売した．ジオルジュ英語版は2018年5
月に刊行された．2018年5月の記念式典では４名6団体の記
念表彰と記念講演「地質学はどこで生まれ，どこへ行くか」
が行われた．2018年9月にはモンゴル，台湾，イギリス， 
韓国，タイの連携5学会の代表を招待して国際シンポジウム
を計画したが，北海道胆振地震のため中止となった．
　寄付は2016年9月から募金委員会を作って活動を開始し，
2017年より募集を始めた．企業の協賛は，予算よりも多く
集まった．最終的には，『はじめての地質学』がよく売れた
こと，記念式典の講演を地質学会内部で行ったこと等で，
引当金をあまり使わないですんだ（詳細は次頁参照）．
　なお，『県の石』の出版準備は125周年事業より早く始ま
ったが，諸問題で出版が遅れ，125周年記念事業には間に合
わなかった．また，125周年記念の支部事業は，関東支部で
のジオ散歩などいくつかの活動はあったが，全国的には低
調であった．

これからの地質学会の活動にむけて
　2017年11月より始まったカードの会員証の発行はこれか
らも継続される．この会員証の利用によって，年会の事務
などが非常に簡易に行われるようになった．125周年で発行
されたクリアファイル，ジオルジュ英語版は地質学会事務
局に残部があるので，利用可能である．『はじめての地質
学』は冊子，電子版ともに購入できる．『県の石』の出版，
125周年には間に合わなかったレビューの完結が待たれる．
　125周年記念事業でめざしたものは，日本地質学会の今後
の活動で実質化していくであろう．とくに地質学の社会と
の連携はさらに強力に求められている．また，過渡期のレ
ビューとして目指した100周年から125周年のレビューは，
来るべき150周年あるいは200周年でその真価が問われるこ
とになるだろう．
　最後になりましたが，多くの会員，賛助会員，企業・団
体のみなさまにご寄付いただき，また各事業にご協力いた
だき，どうもありがとうございました．心よりお礼申し上
げます．

日本地質学会125周年記念事業実行委員会
天野一男・永広昌之・緒方信一・佐々木和彦・佃　栄吉・久田健一郎・

平田大二・宮下純夫・矢島道子*・渡部芳夫 （*：委員長）

日本地質学会創立125周年記念事業を終えて
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会計報告
　125周年記念事業は，支出では2016年度から2018年度の3カ年にわたり活動した．全体には会員，賛助会員，企業，団体の
方々から戴いた寄付と記念事業引当金の一部により，事業会計を健全に運営できた．改めて各位に感謝申し上げる．以下に
その概要を報告する．
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日本地質学会125周年記念事業に関するニュース誌記事一覧

年 月 頁 掲載記事（敬称略）
2014 4 6 日本地質学会125周年を迎えるにあたって（125周年記念事業準備委員会） 

2015 6 表2
日本地質学会125周年を迎えるにあたって（一般社団法人日本地質学会理事会，125周年記念事業検討委
員会）

　 9 14 日本地質学会125周年記念事業：地質学雑誌特集号の募集
2016 2 6 日本地質学会125周年記念地質学雑誌特集号の状況について
　 4 2 日本地質学会125周年記念ロゴ募集開始
　 6 2 日本地質学会会長就任にあたって（渡部芳夫）
　 8 7 トリビア学史1　地学会編集『本邦化石産地目録』（1884）（矢島道子）
　 10 8 トリビア学史2　日本にライエルの孫がきた？ビーグル号がきた？（矢島道子）
　 11 36 トリビア学史3　富士谷孝雄（？ -明治26（1893））はどこへ消えたか？（矢島道子・浜崎健児）
　 12 11 日本地質学会125周年記念特集号について

2017 1 2 年頭挨拶　日本地質学会創立125周年を迎えるにあたって（渡部芳夫）
　 1 4 日本地質学会創立125周年記念事業の概要とそれを成功させるための寄付のお願い
　 1 5 日本地質学会創立125周年記念ロゴについて
　 1 16 トリビア学史4　不思議に満ちた白野夏雲（矢島道子）
　 1 表4 125周年記念ポスター（カラー）
　 2 6 トリビア学史5　中村彌六（1855-1929）：地質学に近しい林学/トリビア学史3　富士谷孝雄補遺（矢島道子）
　 2 表4 125周年記念ポスター（カラー）
　 3 5 トリビア学史6　女性地質研究者の嚆矢（矢島道子）
　 3 表4 125周年記念ポスター（寄付のお願いver.）（カラー）
　 4 8 日本地質学会創立125周年記念事業への醵金者/会員の皆様へ：125周年記念事業への寄付のお願い
　 4 10 トリビア学史7　地質学者宮沢賢治研究の嚆矢？（矢島道子）
　 5 3 会員氏名のローマ字表記について［125周年記念事業関連］
　 5 4 トリビア学史8　傍系の地質学者　篠本二郎（1863-1933）（矢島道子）
　 5 表4 125周年記念ポスター（寄付のお願いver.）（カラー）
　 6 8 トリビア学史9　1893（明治26）年吾妻山爆発にともなう地質学者の殉難（矢島道子）
　 7 24 トリビア学史10　韃靼の地質調査ー榎本武揚，オッセンドフスキ（矢島道子）
　 7 表3 125周年記念ポスター（寄付のお願いver.）（白黒）
　 8 表2 125周年記念ポスター（寄付のお願いver.）（白黒）
　 8 5 トリビア学史11　新島襄と地質学（矢島道子）
　 9 19 トリビア学史12　誤りは早く直しましょう（矢島道子）
　 9 26 委員会だより　125周年記念事業実行委員会：125周年記念事業について
　 10 6 トリビア学史13　地方で生きる：福井県の場合（矢島道子・浜崎健児）
　 10 8 委員会だより　125周年記念事業実行委員会：「はじめての地質学」と「学会オリジナルクリアファイル」
　 11 1 会員証（会員カード）をお送りします
　 11 17 125周年記念ポスター（寄付のお願いver.）（白黒）
　 11 23 トリビア学史14　京都の鉱物学者　ー比企忠（1866-1927）ー（矢島道子・浜崎健児）
　 12 表2 125周年記念ポスター（寄付のお願いver.）（白黒）
　 12 8 トリビア学史15　客死した鉱山学者ヘルマン・リットル（矢島道子）

2018 1 2 2018年頭の挨拶（渡部芳夫）
　 1 14 トリビア学史16　東京大学の演説会（矢島道子）
　 1 15 委員会だより　125周年記念事業実行委員会：125周年記念式典について
　 1 表4 記念式典チラシ（カラー）
　 2 13 委員会だより　125周年記念事業実行委員会：125周年記念祝賀会のお申込について
　 3 9 委員会だより　125周年記念事業実行委員会：125周年記念祝賀会申込受付中
　 3 表3 記念式典チラシ（白黒）
　 4 記事中 記念式典チラシ（白黒）
　 6 2 会長挨拶（松田博貴）
　 8 2 125周年記念式典開催さる（10ページ）
　 9 8 125年学術大会に関する会長談話
　 10 1 つくば特別大会
　 12 2 125年札幌大会報告
　 12 24 札幌大会国際交流

2019 １ 2 2019年頭の挨拶（松田博貴）
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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

第73回地学団体研究会総会
（東京）のご案内

期間：2019年8月23日（金）～25日（日）
会場：東京都港区　芝学園中学校高等学校
23日（金）
　�プレ巡検，夜間小集会
24日（土）
　�学術シンポジウム「本州中央部における第
四紀隆起運動」，ポスターセッションコア
タイム，若手シンポ，総会議事，大コンパ
25日（日）
　�科学運動シンポジウム「市民とともに取り
組む災害・環境・原発問題」（自然災害シ
ンポジウム），ポスターセッションコアタ
イム，科学運動シンポジウム「市民ととも
に取り組む災害・環境・原発問題」（「科学
的特性マップ」と高レベル放射性廃棄物の
地層処分（仮））

プレ巡検（8/23）
Ａ：上野動物園で進化を考える／Ｂ：都内の
建築石材を巡る／Ｃ： 関東大震災の被災地
の関連した諸施設〈被服廠・復興記念館・慰
霊堂等〉を巡る
ポスト巡検（8/26）
Ｄ：武蔵野台地末端散歩／Ｅ：スーパー堤防
事業で壊された街を訪ね，地域住民の声を聞
く／Ｆ：関東平野西縁の鮮新－更新統　―関
東平野の始まりを探る―／Ｇ：秋川流域のジ
オめぐり／Ｈ：駿河小山周辺の箱根火山噴出
物／Ｉ：JR京浜東北線でめぐる地学遺産
総会事前申込締切：7月13日（土）必着
巡検申込締切：7月13日（土）必着
参加費：
　一般会員：事前申込3,000円（当日3,500円）
　一般会員外：事前申込3,500円（当日4,000円）
　学生・院生：500円（会員・会員外とも）
詳細はhttps://www.chidanken.jp

「ヒマラヤ造山帯大横断2019」
（電子冊子）発行のご案内と
第9回学生ヒマラヤ野外実習

ツアー参加者募集開始のお知らせ

「ヒマラヤ造山帯大横断2019」の発行：今年
3月に実施された第８回学生のヒマラヤ野外
実習ツアー (SHET-8) は無事終了しました．
この度その報告書（E-book，225頁）を発行
しましたのでご案内させて頂きます．同書は

下記のURLで直接ダウンロード頂けます．
https://www.data-box.jp/pdir/a43d8b32a87
44aa1b6fdfcf5bba91666
　なお，当プロジェクトのホームページやゴ
ンドワナ地質環境研究所（GIGE）ホームペ
ージ（下記）のリンクでは，本プログラムの
沿革，概要や2012年の第1回実習ツアーより
最近まですべての実習ツアーの実施概要や報
告書をアップロードしてありますのでご興味
のときはご参照下さい．
　SHETプ ロ ジ ェ ク ト HP: http://www.
gondwanainst.org/geotours/Studentfieldex_
index.htm　
　「ヒマラヤ造山帯大横断2019」には，プロ
ジェクトによる経理報告を含む実習ツアー報
告，参加者全員のレポート，指導引率者らに
よる実習ツアー引率日誌等に加えて，資料と
してツアーの実施要項，ツアー出発前から終
了後までに実施主体から参加者に送られた連
絡文書，現地旅行社との交渉記録その他が収
録されており，本プログラムの全貌を見るこ
とができます．

第9回実習ツアー参加者募集開始のお知ら
せ：当初数年間は続けようとしてきた本プロ
グラムですが，過去8回行われた実習ツアー
の経験から，この実習ツアーは参加者，引率
者それぞれに当初の期待以上に大きいポジテ
ィブな影響を与えることがわかりました．こ
のことから当プロジェクトとしては，このヒ
マラヤ野外実習プログラムを今後できるだけ
長く継続実施して行くことにいたしました．
　第9回実習ツアーの時期は来年3月上旬，内
容は前回と殆ど同様です．上記インターネッ
トサイトの実施要項と参加者募集ビラをご参
照下さい．教室からのグループ参加や学生個
人の自発的参加者を歓迎しています．

学生のヒマラヤ野外実習プロジェクト
世話人会　吉田勝（代表），在田一則，酒井
哲弥，B.N.ウプレティ
〒648-0091橋本市柱本147－2　
ゴンドワナ地質環境研究所気付
電話・FAX：0736-36-7789  
E-mail: gondwana@oregano.ocn.ne.jp
http://www.gondwanainst.org/

教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

早稲田大学 教育・総合科学学術
院 理学科地球科学専修教員募集

1. 職名及び人数：専任講師または准教授1名

2. 採用予定日：2020年4月1日
3. 任期：なし
4. 勤務地：東京都新宿区 早稲田大学 早稲田
キャンパス
5. 所属：教育・総合科学学術院 理学科 地球
科学専修
6. 専門分野：岩石学．変成作用を主な対象と
し，地球内部の物質循環を研究している方．
7. 担当科目・研究指導：教育学部において，
学部生を対象とした授業（講義・実験・実
習・演習）・卒論指導を担当．准教授で採用
された場合には，本学大学院創造理工学研究
科・地球・環境資源理工学専攻も兼担し，大
学院生を対象とした授業・研究指導も担当い
ただきます．
8. 待遇：早稲田大学教員就業規定に応じて決
定します．
9. 応募資格：
1）博士（理学）の学位を有し，研究室を主
宰できること．
2）野外地質調査の経験を有し，巡検を引率
できること．
10. 提出書類：
1）履歴書と教育研究業績書
・早稲田大学指定の書式を下記サイトからダ
ウンロードし使用のこと．
・論文は原著論文（査読付き・無し）と総説
（査読付き・無し）の4種類を別々のリストに
すること．
2）主要な査読付き論文5編の別刷り（紙媒体
についてはコピー可）
3）これまでの研究・教育の業績（研究・教
育の各々を1000字程度）
4）今後の研究・教育の計画と抱負（研究・
教育の各々を 1000 字程度）
5）照会先（2 名）のリスト（氏名・所属・
連絡先）
11. 応募締切：2019年7月10日（水）必着
12. 選考方法：第一次選考（書類選考）を通
過した候補者に，第二次選考（面接）を実施
します．
13. 書類送付先：
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田 1-6-1 早稲
田大学教育学部理学科地球科学専修事務室教
員採用担当（封筒に「応募書類在中」と朱書
きし，簡易書留にて郵送のこと）
14. 問い合わせ先：
早稲田大学 教育・総合科学学術院 理学科 地
球科学専修
専 修 主 任 鈴 木 由 希（E-mail: yksuzuki@
waseda.jp）

八峰白神ジオパーク人員
(地域おこし協力隊)の募集

募集人員：1名
募集期限：随時（活動開始月については，相
談に応じます）
任期：採用決定後から令和2年3月31日までと

定価400円（会員頒価300円）

地質リーフレットたんけんシリーズ4

ー樹海にかくされた溶岩の不思議ー
青木ヶ原溶岩のたんけん

青木ヶ原の「溶岩」をテーマにしたリーフレット
ができました．
道の駅や西湖コウモリ穴など，アクセスしやすい
観察ポイントです．写真やイラストをふんだんに
使用し，わかりやすく火山現象を解説しています．

シリーズ１・２・３
「箱根」「屋久島「城ヶ島」
も好評発売中！富

士
山
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し，以後１年間ずつ契約を更新．
※最長は令和4年3月31日まで
待遇等：社会保険制度（健康・厚生・雇用・
労災），住居車両は町が準備，住居家賃につ
いては町で負担（光熱費等自己負担），その
他活動にかかるガソリン代や消耗品も予算の
範囲で町が負担
選考方法：書類選考（1次選考）と面接（2次
選考）
詳細URL：http://www.town.happou.akita.jp/�
docs/2016120100016/
問合せ先：
八峰町企画財政課企画係
電話：0185-76-4603
E-Mail：kikaku@town.happou.akita.jp

日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内致します．

各賞・
研究助成

栗駒山麓ジオパーク学術研究
奨励事業

対象となる研究：栗駒山麓ジオパークを対象
とした地形学，地質学，地理学，社会学，民
俗学，観光学，防災教育等に関する学術研究
その他，栗駒山麓ジオパークの活用に資する
学術研究
助成条件：2020年2月までに実績報告書を提
出し，その後学術研究の成果を学会もしくは
学会に準じる組織で発表，または協議会会長
が別に指定する方法で公表すること
応募締切：2019年8月31日（土）（消印有効）
助成の対象者
 ・	国内の大学，大学院に在籍する学生ないし
院生
 ・	国内の大学，大学院の在籍する教員または
研究員
 ・	栗駒山麓ジオパークの質の向上に資する学
術研究を行う者
助成金上限額：1件あたり40万円（年間3件ま
で）
対象となる経費：栗原市までの交通費及び市
内での交通費／栗原市内での宿泊費／研究活
動で必要となる消耗品，図書，物品，配送，
手続き等の経費
手続き方法：以下の「栗駒山麓ジオパーク学
術研究等奨励事業補助金交付要綱」を熟読の
上，申請書及び必要書類を作成し，事務局に
ご提出ください（郵送もしくは直接持参）．
ご不明な点がございましたら，事務局までお

問合せください．
申し込み・問い合わせ先：
郵便番号：989-5372 
宮城県栗原市栗駒松倉東貴船5番地 栗駒山麓
ジオパークビジターセンター内 
栗駒山麓ジオパーク推進協議会
直通電話番号：0228-24-8836
FAX番号：0228-45-5936

2019年度「第40回猿橋賞」
受賞候補者の推薦募集

1）対象：推薦締切日に50才未満で，創立の
趣旨に沿って自然科学の分野で優れた研究業
績を収めている女性科学者（ただし，日本に
在住・在職で，かつ今後も国内で若手の育成
に貢献できる人）
2）表彰内容：賞状，副賞として賞金30万円，
1件（1名）
3）応募方法：
【推薦書類の作成】推薦書は，当会のホーム
ページ　http://www.saruhashi.net/　からダ
ウンロードしたワードファイルに記入した
後，PDF形式で保存してください．
【記入事項】①推薦者（個人・団体，自薦も
可），受賞候補者の略歴／②推薦対象となる
研究題目／③推薦理由（A4記入用紙1ページ
に収まること）／④主な業績リスト（指定は
１頁．やむを得ない場合でも追加は1頁まで．）
【添付資料】主な論文別刷５編以内．添付資
料はPDFファイルで作成して下さい．
【送付先】　saruhashi2019@saruhashi.net
推薦書（PDFファイル）にはパスワードを付
け，添付資料のPDFファイルと一緒に送付し
てください．推薦書のパスワードは別送付し
てください．
4）締切：2019年11月30日（必着）
問い合わせは，下記に電子メイルでお願いい
たします．
e-mail: saruhashi2019@saruhashi.net
ホームページhttp://www.saruhashi.net/　に
募集要項を掲載いたしました．

令和2年度科学技術分野の文部
科学大臣表彰科学技術賞および
若手科学者賞受賞候補者の推薦

1．表彰内容
（1）科学技術賞
1）開発部門：我が国の社会経済，国民生活
の発展向上等に寄与する画期的な研究開発若
しくは発明であって，現に利活用されている
もの（今後利活用されることが期待できるも

のを含む）を行った個人若しくはグループ又
はこれらの者を育成した個人
2）研究部門：我が国の科学技術の発展等に
寄与する可能性の高い独創的な研究又は開発
を行った個人又はグループ
3）科学技術振興部門：大学等の研究開発成
果を活用したベンチャー創出，地域における
産学官連携，研究開発の社会的必要性に関す
る研究等の分野において，科学技術の振興に
寄与する活動を行い，顕著な功績があったと
認められる個人又はグループ
4）技術部門：中小企業，地場産業等におい
て，地域経済の発展に寄与する優れた技術を
開発した個人若しくはグループ又はこれらの
者を育成した個人
5）理解増進部門：青少年をはじめ広く国民
の科学技術に関する関心及び理解の増進等に
寄与し，又は地域において科学技術に関する
知識の普及啓発等に寄与する活動を行った個
人又はグループ 
（2）若手科学者賞
　萌芽的な研究，独創的視点に立った研究等，
高度な研究開発能力を示す顕著な研究業績を
あげた40歳未満の若手研究者個人
（3）創意工夫功労者賞
　優れた創意工夫によって職域における科学
技術の進歩又は改良に寄与した個人又はグル
ープ
（4）研究支援賞（＊今回の募集から新設）
　科学技術の発展や研究開発の成果創出に向
けて、高度で専門的な技術的貢献を通じて研
究開発の推進に寄与する活動を行い、顕著な
功績があったと認められる個人又はグループ

2．受賞候補者の推薦について
本表彰は，文部科学省研究振興局長が推薦依
頼を発出した機関（以下，推薦機関）からの
推薦のみ受け付けています．なお，科学技術
賞研究部門及び若手科学者賞については，日
本国籍を有し海外を拠点に研究活動を行って
いる者の個人推薦を受け付けております．

3．推薦締切
（1）科学技術賞（2）若手科学者賞（4）研究
支援賞：
令和元年7月25日（木）（学会締切：7月12日（金））
（3）創意工夫功労者賞：
令和元年9月26日（木）（学会締切：9月2日（月））

4．書類送付先
〒100-8959　東京都千代田区霞が関3-2-2
文部科学省研究振興局振興企画課奨励室
電話番号：03-5253-4111，03-6734-4071（直通）
（送付用）：kagihyosyo@mext.go.jp
（問い合わせ）：sinsyore@mext.go.jp
詳しくは，http://www.mext.go.jp/b_menu/
boshu/index.htm
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脳とトサカの関係について分かってきたこと
についてお話します．
聴講無料．

●特別展講演会「恐竜の脳について」
日時：9月7日（土）14:00～15:30
講師：河部壮一郎　研究員
場所：福井県立恐竜博物館3階　講堂
　化石としては残らない恐竜の脳に関する研
究手法や最新の研究成果について，特別展

「恐竜の脳力」の裏話なども加えながらお話
します． 
聴講無料．

●担当者による展示解説
日時：7月13日（土），8月3日（土），9月21日

（土），10月14日（月・祝）（計4回）13:00～14:00
　聴講には特別展観覧券が必要．事前申込み
が必要です．詳しくは恐竜博物館ホームペー
ジをご覧ください．

問い合わせ先：
福井県立恐竜博物館　〒911-8601　福井県勝
山市村岡町寺尾51-11
Tel: 0779-88-0001（代表）

　近年，人間の脳科学が脚光を浴びています
が，恐竜研究の分野でも，恐竜の脳や内耳と
いった神経系や感覚器に関する研究が進んで
います．しかし一般的には，恐竜の脳などに
関する研究が具体的にどのように行われ，ど
ういった成果をあげているのかはあまり知ら
れていなません．そこで本特別展は，多彩な
展示標本と共に，最新のＣＧ動画やプロジェ
クションマッピングを使うことによって，恐
竜の「脳科学」がどのように発展してきてい
るのかをわかりやすく読み解いていきます．

［関連イベント］
●特別展講演会「カモノハシ恐竜の脳とトサ
カの機能について」
日時：8月25日（日）14:00～15:30
講師：デイビッド・エバンス　博士（カナダ　
ロイヤル・オンタリオ博物館）
場所：福井県立恐竜博物館3階　講堂
　カモノハシ恐竜は，頭に見事なトサカがあ
ることでよく知られています．このトサカは
中空で，非常に精巧な鼻腔が収まっていま
す．私はカモノハシ恐竜のトサカの機能を解
明するために，これらの恐竜の脳について調
べました．本講演会では，カモノハシ恐竜の

期間�：7月12日（金）～10月14日（月・祝）（ただし，9月11日（水），25日（水），10月9日（水）
は休館）

特別�展観覧料：一般 1,200円，高校・大学生 800円，小・中学生 600円，70歳以上の方 500円
（上記料金で常設展もご覧いただけます）

場所：福井県立恐竜博物館3階　特別展示室

https://www.dinosaur.pref.fukui.jp/
［開館時間］下記以外　9:00～17:00（入館は
16:30まで）
7月13日（ 土 ）～15日（ 月・ 祝 ），7月20日

（土）～9月1日（日）， 
9月14日（ 土 ）～16日（ 月・ 祝 ），9月21日

（土）～23日（月・祝），10月12日（土）～14
日（月・祝）8:30～18:00（入館は17:30まで）

福井県立恐竜博物館

博物館だより

特別展　恐竜の脳力 ～恐竜の生態を脳科学で解き明かす～

トリケラトプスの全身骨格
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C A L E N DAR
2019.6～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2019年
■6月　June
○深田研ジオフォーラム2019
6月8日（土）10:00～16:00
場所：深田地質研究所 研修ホール（東京都
文京区）
講師：上野将司（応用地質株式会社社友）
演題：平野と山地の地盤災害を考える～災害
列島での調査経験から～
定員：50名【申込多数の場合は抽選】＊要事
前申込
http://www.fgi.or.jp/

○2019年石油技術協会春季講演会
6月12日（水）〜 13日（木）
場所：国立オリンピック記念青少年総合セン
ター（渋谷区代々木）
http://www.japt.org/index.html

○地質学史懇話会
6月23日（日）13:30～17:00
場所：北とぴあ803号室（東京都北区王子）
若林　悠：行政組織の「専門性」と「評判」
の構築―気象行政における「エキスパート・
ジャッジメント」と「機械的客観性」の制度
化―
木村　学：北海道の地質学研究 150年，雑感

○第223回 地質汚染イブニングセミ
ナー
6月28日（金）18:30～20:30
場所：北とぴあ902会議室（東京都北区王子）
講師：宮崎 淳（創価大学教授）
演題：「水循環基本法の理念と地下水の法的
性質～公水私水区分論からの脱却～」
http://www.npo-geopol.or.jp

■7月　July
（後）第56回アイソトープ・放射線研
究発表会
7月3日（水）〜 5日（金）
会場：東京大学弥生講堂（文京区弥生1-1-1）
https://www.jrias.or.jp/

○第194回深田研談話会
7月5日（金）18:00～19:30
場所：深田地質研究所 研修ホール（東京都

文京区）
講師：芦　寿一郎 氏（東京大学大気海洋研
究所海洋底地質学分野准教授）
演題：海底から探る南海トラフの断層活動と
地震履歴
参加費無料，70名（先着），＊要事前申込
http://www.fgi.or.jp/

○第224回地質汚染・災害イブニング
セミナー
7月25日（木）18:30～20:30
場所：北とぴあ808会議室（東京都北区：JR
王子駅から徒歩５分）
講師：益子  保（公益財団法人中央温泉研究
所）
演題：「温泉水の重金属排水問題～水濁法と
の関係から～」
会費：会員500円　非会員　1,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

■8月　August
○第73回地学団体研究会総会（東京）
8月23日（金）～25日（日）
場所：東京都港区 芝学園中学校高等学校
https://www.chidanken.jp

■9月　September
○第22回日本水環境学会シンポジウ
ム
9月5日（木）〜 6日（金）
場所：北海学園大学工学部　山鼻キャンパス

（札幌市中央区南26西11-1-1）
http://www.jswe.or.jp/event/symposium/
index.html

（後）第63回粘土科学討論会
9月10日（火）～12日（木）

（講演会：9月10～11日，現地見学会：9月12日）
会場：埼玉大学（さいたま市桜区下大久保225）
http://www.cssj2.org/publication/annual_
meeting/

（共）日本地球化学会第66回年会
9月17日（火）〜 19日（木）
場所: 東京大学・本郷キャンパス
http://www.geochem.jp/meeting/index.
html

○日本鉱物科学会2019年年会
9月20日（金）〜 22日（日）
場所：九州大学
http://jams.la.coocan.jp/index.html

○第36回歴史地震研究会（徳島大会）
9月21日（土）～ 23日（月・祝）
会場：徳島大学 地域連携プラザ 地域連携大
ホール
http://www.histeq.jp/menu7.html

★ 日 本 地 質 学 会 第126年 学 術 大 会
（2019山口）
9月23日（月・祝）～25日（水）
場所：山口大学吉田キャンパス（山口市吉
田）
講演申込締切：7月3日（水）

○日本火山学会2019年度秋季大会
9月25日（水）～27日（金） 
場所：神戸大学（兵庫県神戸市）
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.
html

■10月　October
○第73回日本人類学会大会
10月12日（土）～14日（月・祝）
会場：佐賀大学本庄キャンパス（佐賀市本庄
町1）
演題登録締切：7月29日（月）締切
http://anthrop-meeting.sakura.ne.jp/

○第227回地質汚染・災害イブニング
セミナー
10月25日（金）18:30～20:30
場所：北とぴあ808会議室（東京都北区：JR
王子駅から徒歩５分）
講師：笹川みちる（NPO法人雨水市民の会
理事、NPO法人雨水まちづくりサポート理
事）
演題：「雨水と賢くくらすには～墨田区の取
り組みから」
会費：会員500円　非会員　1,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

■11月　November
国際ゴンドワナ研究連合2019年総
会・第16回ゴンドワナからアジア国
際シンポ
11月8日（金）〜 10日（日）
場所：高知県立県民文化会館（高知市）
野外巡検：11 〜 12日（室戸ジオパーク）
https://www.data-box.jp/pdir/5d75abb24f02
4058a6a72700bb5e59e9
お問い合せ：Prof. Darren Lingley（高知大
学 人 文 社 会 科 学 部 ）：E-mail: lingley@
kochi-u.ac.jp

○第30回地質汚染調査浄化技術研修
会
11月15日（金）～17日（日）
共催：地質汚染診断士の会・日本地質学会環
境地質部会・社会地質学会
会 場：NPO法人日本地質汚染審査機構 関東
ベースン実習センター（香取市）
会 費：会員45,000円・非会員 55,000円・学
生：15,000円
http://www.npo-geopol.or.jp/sympo.htm
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地質学雑誌のあり方についての
アンケートを受けての方針

地質学雑誌のあり方を考えるタスクフォース

　地質学雑誌への投稿数の減少で月刊が維持しにくくなってい
る状況を背景に，これまで「地質学雑誌のあり方を考えるタスク
フォース」において，地質学雑誌のあり方を電子化を含めて検討
してきましたが，このたび結論を得て，総会に報告しました．
　昨年実施した地質学雑誌に関するアンケートの結果を見る
と，電子ジャーナル化の希望は多いものの，何らかの紙媒体が
欲しい会員も少なくありませんでした．また，すでに掲載論文
がインターネット公開されていること（出版3か月後から
J-STAGEにて）や，論文の会員向け早期公開がされているこ
とを知らない会員も多いことがわかりました．アンケート結果
からみれば，すぐに地質学雑誌の冊子体を無くして完全電子ジ
ャーナル化すれば，会員は必ず減り，学会経営が立ち行かなく
なる恐れが大きいと判断できました．一方，冊子体を受け取る
かどうかなど，会員ごとの要望に対応することも，現状の事務

地質学雑誌のあり方に関するアンケート結果（資料）

１．geo-flashの配信率と回答率
会員配信率：79.3％，回答率：配信者11.9%，非配信者5.8%

２．回答者の年齢・所属

局体制やオンデマンド印刷のコストでは非現実的であることも
判明しました．
　地質学雑誌はすでに，会員ならオンラインで閲覧でき，また
受理原稿の早期公開の手はずも整えてきました．当面はこれら
の施策の周知を十分に進めるとともに，地質学雑誌のページ数
の増加を狙う編集委員会の施策（従来の短報に近いレターの創
設など）も進んでおり，これに期待したいと思います．それで
も月刊が維持できないとなれば，まずはニュース誌の月刊を維
持したまま地質学雑誌を隔月刊にするか，または，両誌の再統
合のどちらかをとることを提案します．
　コスト削減や会員の利便性の面からは，早晩完全電子ジャー
ナル化するのがよいと思われます．学会としてはそうした場合
の会員サービスのあり方を早急に検討すべきです．現在のよう
に論文投稿，論文購読，情報享受，学術大会発表，非会員より
安価な学術大会参加程度では，自ら成果を発表し主体的に学会
活動に関わる会員層以外は，地質学雑誌の冊子体が無くなった
ときに会員であるメリットの多くを失うことになりかねませ
ん．そういった会員層に対して，会費以上の充分なメリットが
あるような会員サービスが重要です．今後，電子化を見据えた
会員サービスの刷新が急務であると考えます．
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３．メルマガ配信率との関係 

４．年齢別の解析
　何らかの紙媒体が欲しいとする回答のうち36- 65才で，地質学雑誌隔月紙・ニュース誌毎月紙の割合が低い，36才以上で地質学
雑誌ニュース誌合併毎月が1-2割存在する．

地雑のあり方：方針
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５．階層別の解析
　大学生，大学院・研究生，大学・高専教員・民間企業（非地質），公務（公務員・独法）（非地質）ですべてDLで良いとする回答
が6割以上を占める．一方，小～高校教員や民間企業（地質）では全てDLが3割台にとどまる．公務（地質），博物館，自営・アル
バイト・無職（元地質関係職種が多数）は全てDLが5割程度で，紙媒体の希望も類似の傾向を示す． これらを見る限り階層別に考
え方の違いがあるように思われる．

地雑のあり方：方針
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６．自由記載のコメントについて
　これまで地質学雑誌の活性化について方策を整えてきたところであるが．編集・出版についてさまざまな意見があり，J-STAGE
での配信等の状況が知られていない等の状況も散見された．また，今回経営的観点は詳細には示していないので，自分はどうして
欲しいかという観点での意見が寄せられた．

地雑のあり方：方針
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はじめに
　2019/3/4～3/18の日本発着15日間にかけて行われた第8回学
生ヒマラヤ実習ツアー（SHET-8）に参加した．このツアーは
ゴンドワナ地質環境研究所がトリブバン大学トリチャンドラキ
ャンパス地質学教室と共同で，ボランティアで実施するネパー
ルでの現地野外実習である．今回の参加者は日本全国10大学の
学部生・院生に加え，社会人，高校生，ネパールと中国の大学
生を含む計20人であった．また，引率指導者はゴンドワナ地質
環境研究所の吉田勝氏，地球システム科学（株）の丸尾祐治氏
とトリブバン大学のM．パウデル氏の3氏であった．ネパール
中央部南東-南西-北西にかけて全行程標高差3650mのコースを
13日間で巡り地質構造や自然災害による地形を観察したほか，
カトマンズではトリブバン大学地質学教室の学生との学習会や
総括討論会（Photo3），カトマンズ市内観光を行い，盛りだく
さんな内容のツアーであった．
　私は昨年夏に長野県で信州大学の学生主催の勉強会「地球の
教室」に参加した際に第7回学生ヒマラヤ実習ツアーに参加し
た学生と知り合い，このツアーの存在を知った．私は現在岩石
学や火山学を扱う研究室に所属しているが、彼の魅力的な体験
談と巨大な藍晶石結晶にすっかり魅せられた．また教科書で学
んだヒマラヤの山々に対する憧れもあったため，自分自身でそ
の壮大なスケールを感じてみたいと思い参加を決断した．
　学生のツアー参加費はネパールまでの航空券やVISA取得費
用，現地での交通費，宿泊費，食費，現地ガイド･ドライバー雇
用経費，実習テキスト代等すべて込みで20万円以内であり，完
全実費でツアー後には返金があった．この額でのこのような野
外実習への参加は，学生にとってこの上ないチャンスであろう．
鉱物採集とヒマラヤの山々
　高ヒマラヤの片麻岩中には2～5mm径の黒雲母が鱗のようにぎ
っしり埋め尽くされており，5mm～15mm径のガーネットが散り
ばめられていた．さらにそこには藍晶石が和菓子のように美しく
尊い光を放っていた．藍晶石の採集はこのツアーに参加した目的
のひとつでもあったが，その採集ポイントに到達したのは，高山
病と水下痢とですっかり体力が流れ出てしまった後だった．ハン
マーを持ち上げる元気は残っていなかったので，他の参加者が割
ったおこぼれの欠片や手頃なサイズの転石を拾った．
　カトマンズからポカラへ向かう途中，Mahesh川沿いの巨大
な転石にはペグマタイトがみられ，そこでは30～40mm径の黒
雲母結晶を採集することができた．また，犬牙状方解石，リュ
ーコグラニット中のトルマリン，さらにムクチナートではアン
モナイト中に置換した黄鉄鉱に加えて水晶も採集することがで
きた．これまで採集したことのなかった鉱物が目白押しで，非
常に興奮した．
　これほど大きく美しい結晶があちこちに埋まり大胆に転がっ
ているので，感覚が麻痺してしまいそうになった．それまでは
沢で採取した砂からピンセットで2～3mm径の雲母をチビチビ
と分別したり，1mm径の砂ガーネットをかき集めたりしてい
たというのに，これほど刺激的な巡検を経験してしまってはも
う他では満足できなくなってしまうのではないだろうかと少し

心配にもなる．
　壮大な景色はとても写真には収まりきらず，清潔とは言いが
たいトイレからの眺めでさえ息を呑む美しさで，どれだけ体調を
崩しても憎めない土地であった．教科書で知ったつもりでいたU
字谷も，あれほどに大規模なものだとは想像していなかった．地
球の大きさを思い知らされ，神秘と同時に自分の手には負えない
という絶望感のようなものをおぼえた．高山に仏教の聖地が置か
れるのも頷ける．高山には馬の鐘の音があちこちから響き，空気
が薄いせいかとてもゆったりとした時間が流れていた．
英語での会話
　ネパール人参加者・中国人参加者・トリブバン大学の学生や
教諭・現地ガイドとの会話はもちろん，各地点での説明や質問，
毎晩の勉強会はすべて英語で行われた．ネパール英語に慣れる
のにはとりわけ時間がかかり，たくさん話しかけてくれるのに
なかなか聞き取れずに申し訳ない思いをした．ツアーに同行す
るネパール人看護師との会話も英語だが「下痢」「痺れ」「吐き
気」「嘔吐」を表す英単語を知らず，Wi-Fiが使えないためネッ
トで調べることもできず，ジェスチャーと擬音で伝えた．症状
に応じた飲み薬を勧めてくれたが，自分の症状が正しく伝わっ
ているのか不安で何度も確認した．否が応でも英語を話すよう
になる環境に置かれた結果，もっと留学生と交流しなければも
ったいないという意識が芽生え，帰国後は大学構内で留学生に
話しかけることができた．
ライフライン
　気温が氷点下になる高山に暖房器具はなく，ベッドの中でも
ありったけの衣服と防寒具を着込み寝袋に入り，使い捨てカイ
ロを握りしめていた．低地でも屋上のタンクが夜中に凍結して
朝は水が出なかった．水道水は茶色みがかっており，トイレが
流れないのはよくあることで，シャワーは奇跡的にお湯が出れ
ば歓喜した．
　高山の宿では停電が頻発し，低地の街中の電線は絡まった毛
糸のように無造作にまとめられ電柱に引っ掛けられていた．ポ
カラでは作業員らしき人が素手で電線をいじっていたが，その
配線を理解してのことなのか甚だ疑問である．カトマンズの宿
では，石鹸置きに置いた濡れタオルを取ろうとすると指先から
肘あたりにかけて激しい痺れが走り，両手のひらと指が腫れた．
その石鹸置きを壁に固定している2本の金属製ねじが壁の向こ
うを走る配線に触れていたのだろう．生きて帰れて良かった．
　カトマンズ空港にはライトアップされた立派な噴水があっ
た．こんなところに使うくらいならトイレの水に回してほしい，
高山に電気を通してほしいと思ったのは言うまでもないが，そ
んな空港でも短時間の停電が数回起こった．
ジープ
　断崖絶壁すれすれの凸凹道や川の中を容赦なく進むジープに
乗り，存分に冒険気分を味わった．アトラクションの演出だと
してもやり過ぎというほどの激しい揺れで幾度となく頭を打っ
た．トラックもバスもクラクションを盛大に鳴らし，坂道であ
ろうと見通しの悪い山道であろうと盛んに追い越しをしてい
た．また排気ガスや砂埃が深刻で，車内でマスクを着用してい
ても鼻水が真っ黒になった．防水・防塵のデジタルカメラも壊
れかけたほどである．
高山病と下痢
　私は今回の実習ツアー日程の大部分を体調不良で過ごした．
それも今となっては良い思い出だが，元気いっぱいならもっと
もっと楽しめたと思う．

第8回学生のヒマラヤ野外実習ツアー
（SHET-8）参加報告

戸苅春香
（北海道大学理学部地球惑星科学科4年

岩石学火山学研究グループ）

院生コーナー

写真1　ムスタンの山々を背にSHET-8参加者集合写真
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常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
manto.yamada@gmail.com	 山田眞嵩（北大）
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）
a.sakuma@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 佐久間杏樹（東京大学）
dkuwano@chiba-u.jp	 桑野太輔（千葉大学）

　暖房設備のない高山の宿の異常な寒さによる寝不足と，乗馬
マシンに乗ったように凸凹道に揺さぶられる17時間ものジープ
移動による疲労で，まずは食欲がなくなった．3800mに登った
ところで高山病にかかりはじめ，アンモナイト採集でハンマー
を振って悪化．手・足・歯茎の痺れ，うなだれるほどの疲労
感・倦怠感，頭痛，吐き気，軽い嘔吐からはじまり，これらの
症状のうち手足の痺れ，疲労感・倦怠感，頭痛はおよそ4日間
続いた．さらに高山ではWi-Fiが使えず3日間家族と連絡が取れ
なかったため，体調不良の中 より一層心細かった．
　食あたりには人一倍注意していたつもりだったが，高山病に
かかる少し前から水下痢が出始め食欲不振となり，その後一週
間強続いた．香辛料や油のにおいで吐き気を催すため，ダルバ
ート（ネパールのカレー風味豆スープ定食）やFried noodle

（焼きそば）は軽いトラウマになった．海外で日本食を食べる
など邪道だと思っていたが，体調を崩すと刺激の強いものが食
べられなくなり，悔しいことに日本食が恋しくなった．ツアー
に同行するネパール人看護師からはLife waterとよばれる経口
補水液のような飲料を大量に飲むことを勧められたが，オレン
ジジュースを水で薄めて食塩を加えたような味でなかなか口に
合わなかった．
　体力の低下で次第にハンマーを振れなくなり，重い石を持ち
帰る気力も減退していったため，ツアー後半はハンマーの代わり
に捕虫網を振って蝶を捕った．捕虫網も蝶も重量的な負担が小さ
いため，弱った身体にやさしい．最終的に32匹の蝶を採集するこ
とができ，思い出を増やすことができた．荷物を運ぶのを手伝っ
てくれた友達のおかげで，石も33kgは持ち帰ることができた．
　ツアーを経て体重は3kg減り，帰国後は激しい食欲に襲われ，
身体が栄養を求めているのを強く感じた．食欲に任せて食べて
も，失った部分が大きく帰国から1 ヶ月経つまで体重に反映で
きなかった．トラウマが抜けず，帰国後2 ヶ月半経った現在も
まだカレーは口にしていない． 
衣服、国全体の雰囲気の日本との比較
　ネパールの衣服が大変気に入った私は，全身ネパリースタイ
ルで帰国した．カトマンズ空港の出国前身体検査では，ネパー
ル人女性スタッフがわたしの全身を検査した後 “So cute!” と
褒めてくれた．
　ネパールの雑踏や騒音，におい，人々の関わり合いは非常に
アジアらしく，これらが衣服の色合いやデザインにも通じてい
ると感じた．そして，ネパールでは人々の行動の目的が明快で
ある．道路を渡りたいから手で車を制す．注意を促したいから
クラクションを鳴らす．客を集めたいから大声で呼びかける．
渋滞中バスの運転士が正面から来た乗用車の初対面のドライバ
ーと談笑しているのを見て，この人達は言葉を言葉として使い
こなしていると感じた．
　日本には熱気や密度の濃さがないように感じられてさみし
い．単純な人口密度の違いではなく，あらゆる生き物・モノ同

士の摩擦が非常に小さいように感じる．皆同じように無難な色
の服を着て，口を閉ざしている．店員が発する台詞の芯には心
ではなくマニュアルがある．日本のどこか冷ややかな雰囲気の
根底には静けさを重んじる文化があるのだと思うが，現在の日
本が目指す先はどこなのだろうか．私はかねてから日本の「普
通」を受け入れることに抵抗を感じてきたが，その理由はその
目的の不明確さにあるような気がする．
　他のアジア諸国と比較すると日本は異質なのかもしれない．出
る杭になることを一番に恐れる日本人が，少し広いくくりで見る
と出る杭になっているとはおもしろい．多くの日本人が英語を苦
手としたまま生活している点も含めて島国なのだなと思う．
おわりに
　引率してくださった吉田先生の元気な姿には圧倒されっぱな
しだった．22歳の私が20kg強のスーツケースを抱えて階段を降
りていると，踊り場で遭遇した81歳の吉田先生に「重そうだね
え、僕が持つからこっち（小さい手提げ）持って」と優しく言
われてしまった．そんな吉田先生がおかゆ食を希望したときは
非常に心配したが，フィールドで見る吉田先生はいつも軽々と
石を飛び越え沢を渡り，ハンマーを振っていた．私も吉田先生
のようにいつまでもアクティブなジオロジストでありたい．
　幼い頃の自分がコツコツ貯めたお年玉やお小遣いを，このよ
うな貴重な経験に当てることができて本当に良かった．体調を
崩したために過酷な旅となったが，写真を見返すと壮大な景色
のなかに身を置いたときの感動，土地の匂い，雑踏をありあり
と思い出し，もう一度訪れたいと願う．そして自分がそこへ足
を運んだ証として手元に残った数々の岩石鉱物を眺め，やはり
いいものだと惚れ直す．苦楽をともにした仲間は一生ものの友
達となるであろう．
　ツアー中はもちろん，事前の手続きなど吉田先生には本当に
お世話になった．このような素敵な実習ツアーを実施してくださ
った吉田先生に心から御礼申し上げる．また，体調を崩したわた
しを気遣ってくださった方々，日を追うごとにどんどん重くなっ
ていく荷物を運ぶのを進んで手伝ってくれた友達に感謝したい．
　学生のヒマラヤ野外実習プログラムHPのURL
　http://www．gondwanainst．org/geotours/Studentfieldex_
index．htmから過去のツアー報告，参加者レポート，SHET-9

（来年度ツアー）実施要項や参加者募集ビラを閲覧することが
できる．ぜひ多くの人々にこの素晴らしいツアーを経験してい
ただきたい．（写真は全て吉田先生提供）

院生コーナー

写真2（左）　アンナプルナ
連峰を望むポカラSeti川で
岩石採集
写真3（右）　トリブバン大
学での勉強会
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学　会　記　事

日本地質学会2018年度 
第4回理事会議事録

日　時：2019年4月6日（土）　14:00-17:00　
会　場：北とぴあ　902会議室
　　　　（東京都北区王子1-1）
出席�役員　理事（33名）：天野一男　安藤寿

男　磯崎行雄　岩井雅夫　ウォリス サ
イモン　大藤　茂　岡田　誠　緒方信一　
笠間友博　狩野彰宏　神谷奈々　川端清
司　小松原純子小宮 剛　齋藤　眞　坂
口有人　佐々木和彦　菖蒲幸男　菅沼悠
介　杉田律子　高嶋　洋　竹内　誠　田
村嘉之　中澤 努　西　弘嗣　平田大二　
廣木義久　星　博幸　松田博貴　山口耕
生　矢島道子　山崎晴雄　山路　敦 

監　事（2名）：藤本光一郎　山本正司
（事務局）橋辺
欠席�役員　理事（17名）：井龍康文　石橋　
隆　折橋裕二　亀尾浩司　亀田 純　北
村有迅　沢田 健　竹下 徹　田村芳彦　
辻森　樹　奈良正和　楡井　久　早坂康
隆　福冨幹男　保柳康一　三田村宗樹　
道林克禎

＊�松田会長より挨拶
＊�成立要件：理事総数50名の過半数26名　本
日の出席者 33名で本理事会は成立．
＊�議決：出席者の過半数 17名
＊�開催にあたって，岩井理事および高嶋理事
を書記に指名．

報告事項
１．執行理事会報告（齋藤常務理事）
 ・	齋藤常務理事より，配付資料（執行理事会
議事録2019-1,2,3，理事会議事録2018-12）
ならびに追加回覧資料（1.東赤石山「明石
山荘」存続について（要望書），2．研究論
文不正問題を受けて会員への呼びかけ，
3.日本地質学会事務局員就業規則）に基づ
き，執行理事会議事概要が報告された．

 ・	緒方理事より，会員動向（72名減）につい
て報告があった．

 ・	9月理事会以降の逝去者として名誉会員5
名・正会員3名の逝去が報告され，黙祷を
捧げた．

２．理事及び委員会等報告
１）“学術大会に関する緊急時対応”につい
ての改定案（松田会長）:2014年7月作成で
2016年1月に改定されていた表記について改
定案が提示され，山口大会より適用する旨報
告された．
２）アイランドアーク編集委員会（田村理
事）：松田会長（田村理事代理）より，イン
パクトファクター，投稿状況について報告が
あり，アイランドアークへの投稿・活用が呼
びかけられた．
３）125周年記念事業実行委員会（佐々木理
事）：佐々木理事より125実行委員会を代表し

て125周年記念事業の成果や収支概要につい
て報告がなされた．事業の最終報告書は5月
報告予定であることが示された．
４）地質学雑誌のあり方を考えるタスクフォ
ース（齋藤理事）:「地質学雑誌あり方につ
いてのアンケートを受けての方針」につい
て，配布報告内容一部修正の後，地質学雑誌
の電子ジャーナル化を含む会員サービス充実
の必要性について示された．
５）山口大会における若手会員のための宿泊
先斡旋事業（神谷理事）：若手会員に対する
宿泊先斡旋事業を山口大会において実施する
旨報告され，受け入れ対象や運営の安全対策
等について議論がなされた．
６）年会講演要旨集の在り方について（岡田
理事）：学会の演題登録システム利用拡張に
よる冊子体廃止全電子化を検討中である旨報
告された．

審議事項
１．2018年度事業実施概要
　松田会長より2018年度事業計画に照らした
実施事業実績の概要について説明がなされ
た．また，小宮理事より，地質学会提案の大
型研究課題「地球惑星研究資料のアーカイブ
化とキュレーションシステムの構築」の提案
状況，今後の審査過程（5月連合大会での公
聴会とアンケート投票，地球科学分野で採択
されれば9月にヒアリング）について補足説
明の後，拍手で承認された．
２．2019年度事業計画
　松田会長より2019年度事業計画骨子（案）
について説明がなされ，拍手で承認された．
３．2018年度決算概算
　西理事より2018年度決算概算について説明
がなされ，年会が2日目以降中止され，つく
ば大会を実施したにもかかわらず支出はあま
り変わらなかったことの報告，並びに年々会
員数減少の中での厳しい財政状況は，今後の
学会運営に際して危機的状況であることの注
意喚起がなされた．
４．2019年度予算案
　西理事より予算案について，決算同様厳し
い内容であることの説明がなされた．これに
対し，国際交流事業の在り方等の質疑が行わ
れ，予算案では，国際交流はほとんど実施で
きない指摘があったが，協定学会との交流な
どのために予算が必要となった時には随時対
応するという説明があった．
　なお，125周年記念事業残金（引当金）の
今後の取り扱いについては執行理事会で検討
の後理事会に提案，また，「365地球の話」監
修費収入の配分についても，執行理事会で検
討させていただきたいということも含め，3
項の決算概算案，本予算案は共に承認され
た．
５．各賞受賞者の決定
　各賞選考委員会委員長竹内理事より各賞受
賞者について報告がなされた．
　推薦状況ならびに審査過程，表彰数の取り
扱いなどについて質疑が行われ，今後，より

推薦数を増やさなければならないことが確認
された．なお，日本地質学会表彰は2件のう
ちの1件は，表彰の趣旨は同様であるがそれ
ぞれ別団体であるので，これを2件とし，授
与数は合計3件とすることの変更を含めて承
認された．
６．名誉会員候補者の選出
　名誉会員推薦委員会佐々木委員長より，小
玉喜三郎会員を名誉会員候補者として選考し
たことが報告され，総会に推挙することが承
認された．
７．総会議案の決定
　齋藤理事より総会議案について提案がなさ
れ，承認された．
８．地質学雑誌投稿編集出版規則・引用文献
の書式に関する細則・講座に関する細則・数
式の書き方に関する細則の変更
　地質学雑誌編集委員会委員長大藤理事よ
り，地質学雑誌の投稿数増加に向けた施策に
ついて報告がなされた．これに伴い地質学雑
誌投稿編集出版規則および細則の改定案が提
案され，審議の結果，投稿編集出版規則変更
の一部を修正のうえ，承認された． 
９．事務局員採用と就業規則等の改正につい
て
　緒方理事より，先に採用した秋葉事務局長
の体調不良による退任と新規事務局員（有期
雇用）1名採用までの経過説明がなされた．
続いて佐々木副会長より，今後の事務局運営
に関し法律の改正を踏まえた「事務局員就業
規則」の改定，「契約職員規定」の策定が提
案され，承認された．
10．その他 
　本年5月総会の後，理事会の開催が提案さ
れ承認された．

　以上，この議事録が正確であることを証す
るため，議長及び出席監事・理事は次に記
名・捺印する．

2019年　5月17日
理事：議長　狩野彰宏
理事：副議長　杉田律子
代表理事：会長　松田博貴
理事：副会長　佐々木和彦
理事：副会長　平田大二

監事：藤本光一郎・山本正司
理事：出席理事名（省略）

2018年度第7回執行理事会議事録

期　日：2019年2月23日（土）　13:00～16：30
場　所：地質学会事務局
出席�者：松田会長，佐々木副会長，齋藤常務
理事，安藤，磯崎，ウォリス，大藤，緒
方，岡田，小宮，田村，西，星，（事務
局）橋辺
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欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）：平田副会長，坂口，辻森（磯崎），
中澤，廣木

＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者
13名，委任状5名，合計18名の出席． 
＊�1月議事録を承認した．

Ⅰ　審議事項
１．学術大会に関する緊急時対応について
（松田）：2016/01/23作成の緊急時対応にもと
づいて論点整理を行った．次回の執行理事会
で改定案を作成し，理事会に提案する．
２．事務局職員の採用について（佐々木）：
ハローワーク飯田橋に求人相談の上，求人の
申し込み（1/29）し応募受付を依頼した．11
名応募があり，書類審査の後，7名を面接
（2/18, 20, 23）し，現在候補者を選考中．

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
１）山田科学振興財団2019年度助成金への応
募はその後応募者が1件あり，予定どおり磯
崎学術研究部会担当理事による応募内容確認
の結果，推薦することとなり，2件を推薦し
た．
２）昨年9/18に実施された科研費の実地検査
についての結果通知があり，科研費の規定，
補助条件への抵触については問題なし，「保
管すべき関係書類の整理，改善が望まれる」
とのコメントが付いた．これについての検査
時の具体的コメントは以下のようであった．
 ・	感熱紙の領収書は，コピーをとって保存す
る，アルバイト賃金の様式にある担当者欄
の印が抜けている，通信先（ポスター，パ
ンフの送り先）の一覧表を残すこと．

３）一家に1枚のポスター作成の準備進行状
況（磯崎）
 ・	普及，広報活動への協力をいただくため，
次の4団体に後援を依頼し承諾を得た．日
本古生物学会，（一社）日本鉱物科学会，
（NPO）地学オリンピック日本委員会，（公
社）地球惑星科学連合

 ・	4月発行にむけて校正作業中．校正稿を回
覧．地質学会には1000枚送られてくるの
で，配布先を今後検討する．

 ・	4/21にポスター披露会（日本科学館）がお
こなわれるので岩石，地質図床張り展示な
どAIST地質情報センター協力要請．文科
からAISTに後援依頼をしてもらう．ごど
もゆめ基金（日本地質学会運営）のWeb
デモも行う（小宮）．

４）大型研究計画とマスタープラン2020（小
宮）
 ・	提案・審査状況について情報交換
　JpGU連合大会でセッションを開催する予
定
　今後ブラッシュアップに向けて，学術大会
でのトピックセッション等を行う．
２．運営財政部会：総務委員会  （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
１）科学教育研究協議会第66回全国大会（福

岡）の後援を承諾
２）筑波大学2019年度「科学の芽賞」の後援
を承諾
３）「地盤技術フォーラム2019」（日本工業新
聞社）の協賛名義使用依頼を承諾．
４）東レ科学振興会第59回授与式の案内，地
質学関係の受賞者はなし（欠席）．
５）苗場山麓ジオパーク学術研究奨励事業，
研究活動助成（6件，60万）　→HP, geo-flash, 
News誌に掲載
６）第11回 地理学連携機構，地理関連学会
連合，人文・経済地理関連学会協議会合同総
会（3月19日）の開催について（欠席）
＜会員＞
１．今月の入会者（正会員　3名）
　正会員（2名）　岩島真理　亀井満夫
　正（学部学生割引）会員（1名）　塩谷　輝
２．今月の退会者　なし
３．今月の逝去者（3名）
　名誉会員　中沢圭二（1/15），
　正会員　堀　秀道（1/3），松居誠一郎
（2/13）
４．2019年1月末日会員数
　�賛助：27，名誉：52，正会員：3600（正会
員：3416，正院割会員：175，正学部割会
員：9），合計 3679（-58）
＜会計＞　
 ・	決算予想について，12月までの概算資料で
確認した．

３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
 ・	フォトコンテスト
応募総数：348点（うち，一般：328，中学・
高校：28）応募が昨年より減少
2次審査：2月25日（月）14:00～
展示会場を確保済み．上野駅西洋美術館横の
上野グリーンサロン
 ・	Websiteについて，誤記等があれば，訂正
する

４．学術研究部会（磯崎・ウォリス・岡田・
辻森）
（１）行事委員会（岡田）
１）山口大会
 ・	運営委託会社は，近畿日本ツーリスト広島
支店に委託することになった．

 ・	実行委員会よりシンポジウムの提案2件
（歪帯，土砂災害）．
 ・	湯田温泉駅から山口大学吉田キャンパス
間のアクセスについては，混雑時に路線バ
スの増発を交渉するなど，学会に経費負担
のない方法を検討する．

 ・	山口大会としてのキャッチフレーズは用
意しない，また，参加者向けに複数のポス
ター等について検討中．

（２）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	タイ地質学会との学術交流協定を進める
ため，ウォリス理事が3月28日～31日にタ
イを訪問することになった．台湾について
も先方から招待をうけ訪問の予定．

 ・	協定学会（韓国地質学会，台湾地質学会，
モンゴル地質学会）より新年の挨拶状

 ・	交流の状況について地質学会ニュース紙

に紹介記事を載せる．
（３）JIS，標準担当（中澤）
 ・	JIS　A0204, 0205　3/20公示予定
（４）学術大会のシンポジウム提案の仕方つ
いて（磯崎）
 ・	次年度以降，開催校（LOC）提案に加え
て，広域分野の最新研究動向を討論できる
ようなシンポジウム提案の仕組みを作る
べきではないか．次回の執行理事会で検討
する．学術研究部会の専門部会連絡委員会
等でも検討する．

５．編集出版部会（大藤・田村）
（１）地質学雑誌編集委員会　（大藤）　
１）編集状況報告（2月15日現在）
 ・	2019年投稿論文：10編［内訳］総説1（和
文），論説4（和文3・英文1），報告2（和文
1・英文1），巡検案内書2，口絵1（和文1）
査読中：25，　受理済み：24（うち特集号
7）

 ・	125巻1月号：125特集号「日本における第
四紀層序学の高精度化」6編＋ 通常号1編，
計118頁，12/1発送済

 ・	125巻2月号：通常号6編（総説1，論説4，
報告1）　計80頁，2/20校了，2/28発送予定

 ・	125巻3月号：通常号5 or 6編　約70頁，入
稿準備中

２）125周年記念特集号状況（2019年2月19日
現在）
 ・	編集状況を確認，2019年3月までに終了す
る見込みとのこと．

（２）アイランドアーク編集委員会　（田村）　
１．出版状況報告：ダウンロード数ベスト20
の状況報告があり，Vol.25, 2016, Vol.26, 2017
の論文が極めて少ないため，次年度のIFが
下 が る 可 能 性 あ り．Vol.27, 2018はOpen 
Access, Free Access論文が多いので，2020
は上昇が期待できる．
２．Wiley社から掲載論文のビデオ・アブス
トラクトの作成サービス（有料の案内があ
り，田村委員長の論文で実際に作成され，ア
イランドアークのサイトに掲載されている．
執行理事会でも視聴したところ好評だった
め，会員にもニュース誌等で案内することと
なった．
（３）企画出版委員会（小宮）　
 ・	岩波書店「地球全史スーパー年表」の増刷
（4刷1500部，製本1000部）連絡あり．
６．社会貢献部会（星・廣木・中澤）
 ・	とくになし
７．地質技術者教育委員会
 ・	JABEE委員会，技術者継続教育委員会が
合体してできた本委員会は，故山本理事を
委員長として活動していたが，現在は委員
長不在になっており，体制の再検討が必要
である．

 ・	CPD継続教育の会議が3月に開催されるの
で，佐々木理事が参加する．

８．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	第36回日本ジオパーク委員会の再審査結
果（1/19）が松田会長から紹介された．

９．地学オリンピック支援委員会（星）
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 ・	3月につくばで日本地学オリンピック本選
の予定

 ・	3/31に支援委員会開催予定（地質学会事務
局）

10．県の石支援委員会（辻森）
 ・	とくになし
11. 125実行委員会（佐々木）　
 ・	最終報告書，アーカイブ情報の取りまとめ
作業中．

以上

2019年　3月23日
一般社団法人日本地質学会執行理事会 

会長（代表理事）松田博貴
署名人 執行理事　斎藤 眞

2018年度第8回執行理事会議事録

期　日：2019年3月23日（土）　13:00～18:00
場　所：地質学会事務局
出席�者：松田会長，佐々木副会長，平田副会
長，齋藤常務理事，安藤，磯崎，大藤，
緒方，岡田　小宮，坂口，田村，辻森，
中澤，西，廣木，星（事務局）橋辺　

欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）：ウォリス

＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者
17名，委任状1名，合計18名の出席．
＊�2月議事録の確認

Ⅰ　審議事項
１．2018年度事業実施報告概要（松田） 
　12月理事会提出の資料に変更箇所を訂正し
て承認した．
２．2019年度事業計画・予算案の検討（松
田，西・緒方） 
 ・	事業計画案は，12月理事会提出の資料に変
更箇所を訂正して承認した．

 ・	決算，予算案について説明の後，会の財務
状況についての現状について検討した．

 ・	現時点の予算案では赤字が見込まれるた
め，できる限りの支出抑制をさらに検討し
たうえで，引当金を充当した単年度収支ゼ
ロの予算案を理事会に提出する．

３．事務局の働き方改革について（佐々木・
緒方）
 ・	事務局職員の勤務実態の状況から，負担軽
減策を行っていく必要性を再確認した．

 ・	就業規則の改定，労基法36協定の締結等，
事務局体制の整備を進めていく． 

 ・	改正案等については今月末までに意見をメ
ールで聴取，検討した上，4/6の理事会で
承認を受ける．なお，1月の執行理事会で
承認されたパート事務局員就業規則（2019
年1月1日施行）については，現時点では理
事会に正式に上程されていないので，今回

の「契約職員規程」策定に統合し廃止す
る．

 ・	日本地質学会事務局就業規則の改正
 ・	日本地質学会契約職員規程の策定
４．執行体制の見直しについて（佐々木）
 ・	委員会等の活動の現状や問題点等の把握
を進めているので，今期体制の中で整理見
直しを着実に進める．

５．“学術大会に関する緊急時対応について”
改定案（松田）
 ・	現在学会HPに規則類（指針2016.1.23一部
改正）の一つとして掲載されているが，昨
年度，本年度の経験から明らかとなった問
題やケースを考慮し，条文を修正して改定
する．

６．年会発表登録・プログラムの作成システ
ムと講演要旨の公表方法についての検討（岡
田）
 ・	講演要旨集の Online（Confit）システムの
採用について，費用や効果，会員サービス
としての有効性について検討し，来年度に
運用の可能性を検討する．山口大会は従来
通り印刷物の発行とする．ただしその検討
を行っている旨は山口大会でも広報して
おく．

７．地質学雑誌の投稿数増加に向けた方策
（案）（大藤） 
 ・	投稿数増加策や雑誌としての拡充策が幾
つも提案されたので，種々検討の上早期に
進めることにした．これに伴う地質学雑誌
投稿編集出版規則の改正案については，次
回の理事会に提案することとした．

８．地質学雑誌のあり方についてのアンケー
トを受けての方針（斎藤） 
 ・	報告文案を検討して修正の上理事会に報
告する．

９．理事会審議事項について　
１）2018年度事業実施概要，２）決算概算，
３）2019年度事業計画，４）2019年度予算案
５）各賞受賞者の決定について，６）名誉会
員候補者の選出について，７）総会議案の決
定：1号　2018年度事業報告・決算報告，　2
号　2019年度事業計画3号　2019年度予算案，　
4号　名誉会員の選出
10．総会関連スケジュールの確認と決定
　5月25日（土）
　10:00-10:30　�執行理事会（総会事前打ち合

わせ程度）
　11:00-12:30　フォトコン表彰式 
　14:00-15:30　総会
　16:00-17:00　理事会
11．平成31年度大学入試センター試験の地学
関連科目に関する意見書（廣木）
 ・	本年度の試験結果の報告を検討の上，文案
通り意見書を提出することを承認した．

12．東赤石山の山小屋“赤石山荘”の経営存
続のために，新居浜市および愛媛県への移管
要請活動を行う，関係者からの学会への支援
要請の件（ウォリス，代松田） 
 ・	学会としては要望書の提出，活動紹介をニ
ュース誌に掲載するのは可能であるが，署

名については関係者でやってもらうこと
が望ましく，学会としては関与しないこと
とした．

13．Island Arc の編集長の公募と委員長へ
の謝金支給について（田村）
 ・	編集長を選出・交代する方法について，公
募案と編集長を引き受けてもらいやすく
するための謝金支給に関して提案があっ
たが，継続審議とした．

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
１）事務局員の採用について
　前回執行理事会以降の，採用活動状況につ
いて報告があった（緒方）．
２）一家に1枚のポスター「日本列島7億年」
完成報告（辻森）
 ・	完成版と文科省での記者発表（3/27）の紹
介があり，その直後に学会としてのプレス
リリース（投げ込み）を実施することを確
認した．会員にもジオフラッシュを通じて
報告することとした．（その後，4/9（火）
への日程変更の連絡あり）

 ・	4/21（日）に日本科学館主催でお披露目の
イベントが実施されるが，辻森，磯崎理事
が参加し，学会としてもWeb教材のデモ
ンストレーションなどで協力要請に応え
る．産総研も展示協力をする．

 ・	ポスターは学会に対し1000枚（A ２判）
が配布されたが，年会や後援していただい
た学会等の行事で配布することも含め，学
会員への情報提供や，アウトリーチのため
に増刷することとした．

３）大型研究の提案フォームのドラフト（小
宮）
 ・	「宇宙・地球研究資料のアーカイブ化とキ
ュレーションシステムの構築」として申請
するので，申請内容について27日頃までに
修正案を募り，取りまとめて提出する．

４）その他
２．運営財政部会：総務委員会  （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
１）三浦半島活断層調査会（会長：茅野教
幸）地質の日記念講座「三浦活断層群主部，
北武断層」（2019/05/04）の後援依頼を承諾
した．
２）日本粘土学会第63回粘土科学討論会
（2019/09/10-12，埼玉大学）の後援を承諾し
た．
３）第19回こどものためのジオカーニバル
（2018/11/3 -4，後援）の実施報告：参加者
3,100名（小中高生と保護者，教育関係者，
セミナー 4，ブース15 （うち地質分野9）．な
お，芝川会員によりWeb教材の普及活動も
実施された．
４）山口大学理学部サイエンスワールド2018
（2018/10/27，後援）の実施報告：来場者
1,129　院生，学生による名企画展示ブース
13，県内4博物館の展示ブース，学内科学体
験ツアーコース2など，日本化学会の夢化学
21も同時開催．
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５）2019年度日本学術振興会賞候補者の推薦
依頼（受付期間4/4-4/9）　→HP, geo-flash, 
News に掲載．日本国籍か5年以上日本国内
研究機関に籍を置き，今後も継続予定の外国
人，45歳未満博士号取得者，女性候補者の推
薦歓迎．
６）コスモス国際賞受賞候補者推薦依頼（推
薦〆切4/12）　→geo-flash掲載．国籍，性別，
年齢いずれも不問，ただし現存者．
＜その他＞
 ・	事務室賃貸の契約（井桁金網（株））を更
新（2019/4/1～2021/3/31）．賃料変更な
し，更新料271,404円（税込）　

＜会員＞　
１）今月の入会者（正会員　7名）
　�正会員　（4名）　組坂健人　土屋裕也　中
山健太朗　楠田哲也
　�正（学部学生割引）会員　（3名）永田有里
奈　瀬川いづみ　浅野航平
２）今月の退会者　（正会員3名）
　中村めぐみ　赤瀬川幸治　影山典史
３）今月の逝去者（3名）
　名誉会員　吉田　尚（3/1），
４）2019年2月末日会員数
　�賛助：27，名誉：52，正会員：3601（正会
員：3416，正（院割）会員：176，正（学
部割）会員：9），合計 3680（昨年比 -57）
５）2019年度50年会員顕彰者
＜会計＞　
 ・	決算予想および2019年度予算案：審議事項
とする．

３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
１）フォトコンテストの審査結果：最優秀賞
1，優秀賞2，ジオパーク賞1，地質学会会長
賞1，ジオ鉄賞1，スマホ賞1，入選5，佳作4
（賞金なし）
２）一家に1枚ポスター「日本列島7億年」の
プレスリリース：文科省でのプレス発表の日
時，3月27日（水）14時の予定，学会はその
後に投げ込みをし，geo-flashで会員にも知ら
せる．（その後，4/9（火）への日程変更の連
絡あり）
４．学術研究部会（磯崎・ウォリス・岡田・
辻森）
（１）行事委員会（岡田）
１）年会発表登録・プログラムの作成システ
ムと講演要旨の公表方法について
 ・	現在は年会発表登録までを採用しているシ
ステムconfitの全機能を採用するとした場
合に関連して，講演要旨のオンライン化に
ついての検討．

 ・	J-STAGEへの公開にあたりこれまで無料
であった掲載作業が，J-STAGEのデータ
受入形式の変更により今後は18万円ほどの
有料となり，これまで同様の利用で冊子体
を作成した場合はこの分の経費が上乗せと
なる．

 ・	経費的には，confitの全機能を採用し要旨
をオンライン化する場合と，従来どおりで
オンライン公開作業の経費を追加した場合
とでは殆ど変らない見込．ただし，前者の

場合にはプログラム作成における行事委
員会及び事務局の仕事の負担軽減も見込
まれるが，冊子の要望がある場合について
は，別途検討の必要がある．

２）レギュラーセッションの現状
（２）国際交流委員会（ウォリス）
　タイ訪問は3月28日–31日，タイ地質学会と
Department of Mineral Resources 代表と会
談する予定．
（３）JIS，標準担当（中澤）
５．編集出版部会（大藤・田村）
（１）地質学雑誌編集委員会　（大藤）　
１）編集状況報告（3月20日現在）
 ・	2019年投稿論文：16編［内訳］総説1（和
文），論説8（和文7・英文1），報告3（和文
2・英文1），巡検案内書3，口絵1（和文1），
査読中：26，受理済み：27（うち特集号
10）

 ・	125巻3月号：通常号5編　60頁，3/22校了
予定．

 ・	125巻4月号：通常号5-6編　約60頁，入稿
準備中.

２）125周年記念特集号状況（2019年3月20日
現在）
３）地質学雑誌の投稿数増加に向けた方策を
検討
（２）アイランドアーク編集委員会　（田村）　
出版状況報告  資料参照説明
（３）企画出版委員会（小宮）
　特になし
６．社会貢献部会（星・廣木・中澤）
　地質の日：街中ジオ散歩　
７．地質技術者教育委員会　
 ・	JABEEは地球資源分野で運用中のプログ
ラムが9大学であり，ピーク時の11プログ
ラムから減少している．

 ・	JABEE審査における地質系大学教員の審
査員が少ないと，「地球・資源およびその
関連分野運営委員会」で指摘されているの
で，地質学会としてできる限り審査員を出
すようにすべきである．

 ・	3月5日開催の土質・地質技術者生涯学習協
議会に佐々木副会長が出席した．

 ・	CPD（継続教育）については，技術士資
格の更新システム導入のために，文科省認
可のCPD登録法人設置の動きがある．地
質学会が加盟する「土質・地質技術者生涯
学習協議会」の活動にも影響があるので，
今後動向を注視する必要がある．

 ・	当委員会は山本前副会長の急逝後，委員長
を決めておらず，また委員会の再編もされ
ていないので，これまで委員長代理的な動
きをされてきた天野理事と執行体制を見
直し，担当理事である佐々木副会長とで委
員会再編を行う予定である．  

８．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	特になし
９．地学オリンピック支援委員会（星）
 ・	特になし
10．県の石支援委員会（辻森）　
 ・	特になし

11．125実行委員会（佐々木）
 ・	4月17日開催予定の最後の委員会で，125周
年事業のまとめを行う予定．

 ・	ニュース誌に掲載された125周年関連の記
事は，2014年4月号から2019年1月号までで
50編余りとなる．これらを集めてアーカイ
ブス集として保存し，今後の周年事業企画
時の基礎資料としたい．

 ・	125周年関連の予決算については，緒方理
事が取りまとめ中．寄付が予想以上に多く
集まったことや，9月6日の地震のため記念
の国際シンポジウムが実施できなかった
ことなどから，経費的には好ましい決算と
なりそう．その結果，学会の財産であるい
ろいろな引当金からの繰入額をかなり少
なくすることができそうである．　

12．名誉会員推薦委員会（佐々木）
 ・	名誉会員候補者の推薦は，2019年2月9日の
締め切りまでに1名あった．名誉会員推薦
委員会での検討を行った後，同1名を名誉
会員候補者として，推薦理由を付して4月6
日の理事会に推薦することにした．

以上

2019年4月6日
一般社団法人日本地質学会執行理事会 

会長（代表理事）松田博貴
署名人 執行理事   斎藤 眞

2018年度第9回執行理事会議事録

期　日：2019年4月6日（土）11:00～13:00
場　所：北とぴあ　902会議室
出席�者：松田会長，佐々木副会長，平田副会
長，齋藤常務理事，安藤，ウォリス，大
藤，緒方，岡田，小宮，坂口，中澤，
西，廣木，星，狩野，杉田，（事務局）
橋辺　

欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）：磯崎，田村，辻森　　

＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者
15名，委任状3名，合計18名の出席 
＊�3月議事録を承認．

Ⅰ　審議事項　　　
１．ユネスコ世界ジオパーク国内推薦申請に
かかる机上審査について（斎藤）：日本ジオ
パーク地域からの世界ジオパーク申請に向け
て，国内のピアレビュー手続きについて，
「日本地球科学評価機構」の設置も含めて準
備を始める．平田，齋藤が主に担当する．
２．東赤石山の山小屋“赤石山荘”の存続支
援要請に応え，新居浜市および愛媛県へ提出
する要書の確認とNews誌記事について（松
田・ウォリス） ：要望書の文案を確認し了承
した，微修正をして捺印後提出する．News
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誌記事については，修正箇所を指摘し，著者
らに修正を要請する．
３．Island Arc編集委員長への謝金につい
て：継続審議として同編集委員会内での状況
を確認する．
４．タイ地質学会との学術交流協定（MOU）
の締結：タイ地質学会訪問の状況報告をうけ
てMOU案を確認し，締結を承認した．
５．理事会議事確認

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
１）事務局契約職員採用について　（佐々木・
緒方）：新規職員（有期雇用）採用の経緯報
告と，採用者は4/16（月）から勤務する予定
が報告された．
２）大型研究を提案の件（小宮）：「地球惑星
研究資料のアーカイブ化とキュレーションシ
ステムの構築（案）」は，3/23執行理事会で
閲覧後，理事から寄せられた修正を加え3/29
に提出．連合大会でのプレゼンテーション，
投票（5/27）を含め今後の審査過程について
簡潔な報告があった．理事会，総会（5/25）
等でも簡単に紹介する．
３）今年度の科研費申請は120万円で採択さ
れた．
２．運営財政部会：総務委員会  （緒方・西）　　
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
 ・	学術振興会「2019年度育志賞」の募集案
内，受付6/3-6/7，大学院博士課程在学者
34歳未満

 ・	藤原科学財団「藤原セミナー」の募集，
2020/1～2021/12開催のセミナー，2国間会
議，定期開催のものは除く，参加者50～
100人（うち外国人1/5程度），日本国内開
催で2～4日以内．申請書〆切　7/31

＜その他＞

 ・	ダイヤコンサルタント（株）役員変更挨拶
状（社長野口康彦氏変更なし）

 ・	資源素材学会役員変更挨拶状（会長：月橋
文孝氏　副会長:尾原祐三氏・沢村一郎氏）

＜会員＞　
１．今月の入会者（正会員5名）
　�正（院割）会員　（5名）　安藤宏太，佐脇
泰典，佐藤寛紀，石坂湧人，松下実礼
２．今月の退会者　
　�2018年度末退会者（111名），除籍者（63
名）
３．今月の逝去者　　なし
４．2019年3月末日会員数　（3月末での退会・
除籍者を考慮した数字）
賛助：27，名誉：51，正会員：3424（正会
員：3245，正（院割）会員：171，正（学部
割）会員：8），合計 3502（昨年比 -72）
５．2019年度50年会員顕彰者（39名）　
青島睦治　足立　守　石川政憲　猪俣道也　
岩田　修　大木公彦　岡田正明　久保和也　
小林文夫　佐藤博明　佐藤光男　下山正一　
庄司勝信　田結庄良昭　滝田良基　田中　隆　
田中　剛　田中伸廣　田村幹夫　塚田有一郎　
塚原弘昭　手塚恒人　照井一明　豊蔵　勇　
鳥海光弘　馬場勝良　樋口茂生　藤本幸雄　
星野光雄　増田富士雄　宮田隆夫　村松憲一　
森山義博　両角芳郎　矢口良一　山根一夫　
山本哲也　吉田武義　吉松敏隆
＜会計＞　
 ・	決算概算および2019年度予算案：会員数減
に対応した収支の見直しを，WG設置も含
めて，財務状況の検討する．

３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
　斎藤常務理事より，札幌での地質情報展
（3/29-31）については1200名の参加者を得て
盛況であった．講演会も200名ほどの出席者
で満席状態であったことが報告された．

４．学術研究部会（磯崎・ウォリス・岡田・
辻森）
（１）行事委員会（岡田）
 ・	とくになし
（２）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	タイ地質学会訪問の報告　→　交流協定
については審議事項

（３）JIS，標準担当（中澤）
５．編集出版部会（大藤・田村）
（１）地質学雑誌編集委員会（大藤）　
　とくになし
（２）アイランドアーク編集委員会（田村）　
　とくになし
（３）企画出版委員会（小宮）　
　とくになし
６．社会貢献部会（星・廣木・中澤）
 ・	5月，地質の日のイベント，「街中ジオ散歩　
in 羽村」の募集状況（4/10締切）の報告

７．地質技術者教育委員会　
 ・	土質・地質技術者生涯学習協議会（CPD）
より本年度会費の請求．

８．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	松田会長から条件付認定の地元，天草ジオ
パークについての状況報告があった．

９．地学オリンピック支援委員会（星）
 ・	3/30に支援委員会を事務局で開催した．
10．県の石支援委員会（辻森）　
 ・	とくになし
11. 125実行委員会（佐々木）
 ・	最終委員会を開催予定（4/17）

以上

2019年5月25日
一般社団法人日本地質学会執行理事会 

会長（代表理事）松田博貴
署名人 執行理事　斎藤 眞

表紙紹介：第10回惑星地球フォトコンテスト：ジオパーク賞

「新緑の六方の滝」
写真：齋藤敏雄（神奈川県）

【撮影場所】湯河原町鍛冶屋　新崎川上流（箱根ジオパーク）

【撮影者より】湯河原の新崎川の上流，沢沿いに登っていくと紫音の滝が現れます．その滝の横からロープに沿って登ると柱

状節理の岩盤からに流れる滝があります．六方の滝は女性的で優しい水流でした．

【審査委員長講評】六方の滝は，箱根火山のカルデラ形成期噴出物である幕山溶岩にかかる落差20ｍの滝です．作者は望遠レ

ンズで滝上部をクローズアップしました．滝の飛沫に濡れた柱状節理の岩肌が美しく，後方の新緑と相まって落ち着いた雰囲

気の作品となっています．（白尾元理）

【地質的背景】地表に噴出したマグマが冷えて固まる際に，収縮してできる規則的な割れ目が「柱状節理」です．かつて，こ

の滝の近くには登山道がありましたが，廃道となったため滝の存在もほとんど忘れられていました．2008年頃に箱根ジオパー

クのジオサイトにするための調査が行われましたが，アクセスが悪いため，今でも指定されていません．最近は沢沿いの踏み

跡をたどってこの滝を見に来る人が増えているようですが，十分準備してください．（萬年一剛：神奈川県温泉地学研究所）
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名誉会員　中澤圭二先生を偲ぶ

　本会名誉会員，元副会長，京都大学名誉教授，中澤圭二先生
は2019年１月15日にご自宅で逝去されました．享年97歳でした．
　先生は宮城県遠田郡田尻の酒造業を営む旧家に大正10(1921)
年3月10日に生まれ，仙台第一中学を経て，第二高等学校に進
まれました（1937～40）．二高ではボート部，コックスとして
インターハイ優勝がご自慢でした．山好きで，海外探検が憧れ
だった先生は大学進学では，迷うことなく京都を選び，1940年
4月に理学部地質鉱物学科へ進まれました．同級生には徳永重
元，木村春彦さんらがおられます．大学で最初に受けた授業は
地質測量学で，歩測の実習だったそうです．中村新太郎教授，
松下　進助教授の地史学講座に入り，41年の卒業論文は江原道
平昌の沃川地向斜帯で，42年5～6月に調査したが，混乱の時代
で教官の現地指導はなく，日本語は通じず，食事は単調，マッ
コリだけが楽しみだったそうです．やがて太平洋戦争となり，
42年9月に半年繰上げ卒業，即兵役，10月に仙台の工兵隊に入
隊，敗戦を経て45年9月初めにポツダム少尉として帰郷，中途
半端に終わった大学生活だったことから，学問の道への復帰を
決意，京都に状況偵察．主任の槙山先生にお会いして復学オー
ケーとなったのだそうです．45年11月からは京大理学部副手

（非常勤無給）となり，郷里で結婚式を挙げ，46年10月からは
理学部特別研究生（奨学金つき，5年間）で研究に専念し，教
室の内紛を経て，51年4月に理学部講師，57年から助教授（地
史学講座，58年４月理学博士），62年に教授（地層学講座）に
昇進されました．84年4月停年退官，同名誉教授になられまし
た．地質学会では評議員（59～74，79～82），副会長（82～
83），関西支部長（70～71，75，78～79）を務められました．
　舞鶴帯の研究（1947～63）　復員後の先生の仕事は舞鶴炭田に
始まります．国策とされた燃料資源開発と，卒論の指導を兼ね
ての調査でした．その後，志岐常正・清水大吉郎・野上裕生さ
んらとの層序・古生物・堆積岩などの総合的研究を進め，西南
日本内帯の中古生代の構造帯としての舞鶴帯を明らかにされま
した．古生代末の本州造山運動の証拠の一つとされた研究です．
最近でも，広島大のグループによって西への延長が調査研究さ
れ，大陸地殻を伴う特異な構造帯として注目されています．
　中古生代境界とテーチス研究（1969～84）　化石好きの先生
は舞鶴帯の二枚貝化石を中心として多くの論文を発表されまし
たが，64年に京大を訪れたコロンビア大学のNewell博士との出
会いが研究の転機となりました．65年度の文部省在外研究（長

期 ） が 採 択 さ れ， 共 同 研 究 が 進 み ま し た（Nakazawa & 
Newell,京大紀要35，1968）．この帰結として，先生は古生代末
から中生代初めにかけての生物の大絶滅の解明へと進まれまし
た．地層が連続し，しかも化石が多産するテーチス海の周辺地
域，ヨーロッパアルプスからヒマラヤ前縁地帯，さらに東南ア
ジアから日本へ連なる山岳地帯が研究対象となります．一連の
調査は1969年インドのカシミールに始まり，84年まで，6次に
わたる調査が行われました．対象国はインド，パキスタン，イ
ランが中心で，アフガニスタン，トルコ，ギリシャ，ビルマ，
マレーシア，中国に及んでいます．この研究グループに関わっ
た日本側のメンバーは京大：中沢（二枚貝）・清水（腕足貝）
野上（紡錘虫，コノドント）・徳岡（堆積岩）・前小屋・能田，
大阪市大：石井（紡錘虫）・松田（コノドント），香川大：坂東

（アンモナイト）・稲積（地球化学），広島大：沖村（小型有孔
虫），愛媛大：坂上（コケ虫），東北大：村田（腕足貝），北大：
中村（腕足貝），国立科博：斎藤（堆積岩）らで，その成果は
THE TETHYS（Nakazawa & Dickins, eds., Tokai Univ.
Press,1985）にまとめられました．
　紀南の四万十帯研究（1966～84）　未祥中生層と呼ばれてき
た四万十帯の調査研究は温泉調査をきっかけに1960年代前半に
始まりましたが，教室改革の流れのなかで槙山講座を受け継ぐ
ことになった先生は60年代後半から若手の研究に参加，指導さ
れました．このグループでは，もっぱら地質図づくりが進めら
れましたが，地球内部開発計画UMP（1962－1970)を背景に，
四万十地向斜の形成史について，堆積物は内帯側から供給され
たことが明らかだが，一部にフィリピン海側の先カンブリア系
を含む黒潮古陸からもたらされたとする仮説のもとで調査研究
が進みました．その後，プレートテクトニクスにもとづく付加
体とする考えが急速に進み，80年代にはいって放散虫化石にも
とづく地層の年代決定に支持されるようになったことから，転
換をせまられ，2005年から再検討が進められ，「紀南の四万十
帯はもっとも良く付加体の特徴が表れた地質体である」との見
直しがまとめられました（紀州四万十帯団研グループ，地団研
専報59，20万分の１四万十付加体地質図付，2012）．先生は放
散虫革命とも呼ばれた時期に退官，見守る立場になっておられ
ましたが，かなり以前から問題点を指摘しておられ，鈴木さん
らの新しい研究グルーの再スタートを大変よろこばれました．
　まぼろしの化石をもとめて　先生が子供向けに書いた「まぼ
ろしの化石をもとめて（ヒマラヤ調査隊の記録）」（116ｐ，ポ
プラ社，1972）を紹介しましょう．インドカシミールの調査で，
中古生界の地層を調べ，境界での生物群の大変化を探り，つい
に三畳紀の始まりをつげるアンモナイト発見の物語です．私は
この本の題名が，先生が生涯をかけてやってきたことではない
かと思います．1961年，京大探検部の学生2人からポルトガル
領東チモールの探検隊長を頼まれた先生は，気軽に引き受け，
60日間の探検旅行を行います．その後のテーチス研究のスター
トです．48年後の2008年，米寿をすぎた先生は，この二人とチ
モール再訪を行ったのです（写真はチモール再訪の時，2008年
9月）．先生はこのころから，体の衰えを自覚するようになった
と言っていました．そして卒寿を過ぎて，自分史を書き始めま
す．完成は2018年1月，285ｐの大冊です．これを私が受け取っ
たのは6月，すぐに電話をしましたが，いつもと変わらぬ元気
なお声が返ってきました．この追悼を書けたのは，まったくこ
の本のおかげです．最後のお礼とともに，ご冥福をお祈りいた
します．
　なお，奥様は3年前に亡くなられましたが，“中澤家の三姉妹”
としてよく知られていた長女は嫁ぎ，先生がながく住まわれた
烏丸北大路のお宅に，次女は先生の血筋を受けて，長くペルー
に，三女は結婚して神戸にお住まいです．

（徳岡隆夫）

追　悼
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2019年 9月23日（月・祝）～25日（水）
会場：山口大学　吉田キャンパス

事前参加登録締切は，
8月19日（月） 18時です．

（郵送・FAXの場合　8月9日（金）必着）

（1） まずは山口大会演題登録専用の「アカウント登録」を行いましょう．
　  “仮登録→本登録”の操作が必要です．
1つのアカウントで複数の演題登録が可能です．　WEB画面上でアカウント登録（仮登録）後，登録したメールアドレス
宛に“メールアドレス本登録のお願い”という自動返信メールが配信されます．このメール中に表記されているURLをクリッ
クし，本登録を完了させてください．ここまでの操作を行えば，任意で登録した〔ログインID〕と〔パスワード〕でログイン（演
題登録）できるようになります．

（2） 修正する場合
〔ログインID〕と〔パスワード〕でログインします．締切まで何度でも入力情報の修正ができます．講演要旨を差替える際は，
一度アップロードしたファイルを削除してから，新しいファイルをアップロードして下さい．

※画面操作に慣れていないと，タイムアウトする可能性が高く，締切直前での登録は入力ミスも多くなります．余裕をもっ
てご登録下さい．

講演申込WEB画面入力時の注意

講演申込・要旨投稿締切
（郵送の場合　6月26日（水）必着）

7月3日（水） 18時

https://confit.atlas.jp/guide/event/geosocjp126/top
お申込は，大会ホームページから

小さなEarth Scientistのつどい
日本地質学会第126年学術大会(山口大会)

申込締切 2019年7月26日（金）
日本地質学会地学教育委員会 行き （Fax 03-5823-1156）

小さなEarth Scientistのつどい ～第17回小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

参 加 申 込 書

地学教育のページ
地
学
教
育

学校名※ 
（クラブ名） 

学校長名 

担当教員名※ 

研究者名（連記） 

（内，発表会参加生徒数   名） 

タイトル（仮題でも可） 
※ 

発表概要 
（可能であれば簡単に） 

担当者連絡先※ 学校所在地 〒   － 
 
電話            ，Fax 
メールアドレス 

机の使用※  する ・ しない （どちらかに○をつける） 

備考・連絡事項 

※については必ず記入してください． 

～第17回 小，中，高校生徒「地学研究」発表会～　参加校募集

　標記発表会への参加校を募集しています．参加応募の詳細は学会HP等をご覧ください．地学，理科クラブ
の研究活動の発表，そのほか，この１年間に授業の中で行った活動の報告，児童・生徒の研究レポートなど
地学的な活動，研究内容であれば構いませんので，ぜひ応募してください． FAXで参加申し込みをする場合
は以下の申込書をお使いください．メールの場合形式は問いませんので，同様の内容を記してお送りください．申し込みの際の参
加生徒数，発表タイトル，発表概要は予定でも結構です．参加生徒には，参加証とともに，優秀な発表に対しては審査のうえ，
「優秀賞」などの賞を授与いたします．
 日本地質学会地学教育委員会（担当：三次）
 （日本地質学会ホームページ　http://www.geosociety.jp）
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